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〈お問合わせ・ご応募〉

募 集

主　　　催： 公益財団法人日本科学技術振興財団
後援（予定）： 復興庁、全国小学校理科研究協議会、
　　　　　　全国中学校理科教育研究会、日本理化学協会、
　　　　　　公益社団法人日本理科教育振興協会、
 NPO法人放射線教育フォーラム

“放射線エウレカ”を形にしよう
エウレカとは・・・紀元前のギリシア、アルキメデスは

複雑な形をした王冠の体積を知るための方法を考えていたときに
入浴したところ、自分が湯の中に浸かった分だけ、

浴槽から湯が溢れ出ることに気づき、その解決策を思いついたといわれています。
その時、喜びのあまりに思わず叫んだといわれている言葉が「EUREKA（エウレカ）」で、

「わかったぞ！」という意味の感嘆詞です。
このエウレカにちなんで、放射線を学ぶ中でエウレカと感じたことを、

本コンテストでは“放射線エウレカ”と名付けました。

〈2022年度〉
放射線教材コンテスト

のご案内

〈2023年度〉
放射線教材コンテスト

のご案内

目 的 ・�放射線に関する正確な知識・技能の普及啓発
・�学校等における放射線教育の普及啓発

審 査 基 準

“放射線エウレカ”を【具現化】し、
【教育効果】の高い放射線教材となっているか

具
現
化

・�応募者自身が放射線について学んだ過程で驚きや感動を伴
い「わかった！」と実感した内容“放射線エウレカ”が、明確
化・精緻化できているか（明確化・精緻化する過程での努力
が説明できているほど高く評価する）。

・�“放射線エウレカ”を具現化した放射線教材は、シンプルに、
わかりやすく明快な内容となっているか。

教
育
効
果

・�教育効果が高い教材となっているか（学校等の先生が授業等
で活用しやすい教材となっているほど高く評価する）。

・�「主体的・対話的で深い学び」の視点に立ったアクティブ・ラー
ニング教材となっているか。

・�放射線について学ぶ児童生徒の思考力・判断力・表現力等
を育む内容となっているか。

対 象
放射線（教育）分野等を専攻する大学生、大学院生、短期大学生、高
等専門学校生、専門学校生等の学生個人または数名のチーム（所属学
部や学科、専攻の名称に必ずしも「放射線」が含まれる必要はない）。

応 募 方 法
指定のフォーマットを使用して、［①＋②］または［③］をメール送
付する。
①エントリーシート　②予稿　③【簡易版】応募用紙

選 考

選考プロセス	 審査員
１次選考	 教職員OB・OG等の教育経験者
２次選考	 本コンテスト審査委員
最終選考	 本コンテスト審査委員

※以下の放射線教育支援サイト“らでぃ”よりダウンロードしてください。

賞※1

最優秀賞（副賞３万円相当） 2件
優秀賞（副賞１万円相当） 若干

特
別
賞
※2

全国小学校理科研究協議会特別賞（副賞１万円相当） 1件
全国中学校理科教育研究会特別賞（副賞１万円相当） 1件
日本理化学協会特別賞（副賞１万円相当） 1件
公益社団法人日本理科教育振興協会（副賞１万円相当） 1件
NPO法人放射線教育フォーラム（副賞１万円相当） 1件
放射線教育支援サイト“らでぃ ”特別賞（副賞１万円相当） 1件

入選（副賞２千円相当） 若干
準入選（副賞１千円相当） 若干

※1 各賞の賞状は応募代表者、共同応募者の全員に授与する。
※2 �特別賞は、最優秀賞、優秀賞とは別途選考され、他の賞と重複して授与される場合がある。

放射線教育
発 表 会

日　時：	2023年12月27日（水）
	 ①発表会（ブース実演）	 １３：００～１５：００
	 ②講演会	 １５：００～１６：００
	 ③表彰式	 １６：００～１７：００
場　所：	科学技術館（東京都千代田区北の丸公園2-1）

〈スケジュール〉
9月 30日（土） 募集締切
10月 下旬 ２次選考通過作品発表※

11月 30日（木） 最終選考資料提出
12月 中旬 受賞作品発表
12月 27日（水） 放射線教育発表会（ブース実演・表彰式）

※２次選考通過者には、最終選考に必要な提出物等について別途お知らせいたします。



大学、高専、専門学校等で放射線について学んだ
ことのあるみなさん。みなさんは、放射線について
教えられた、あるいは学んだことに驚きや不思議さ
を感じませんでしたか？放射線を使うと骨が透けて見
えるのはなぜ？車のタイヤのゴムが強くなるのはな
ぜ？身の回りに放射線が飛び交っているのはなぜ？放
射線を怖がるのはなぜ？放射線が社会にどのような
影響を及ぼしているの？　みなさんが驚いた、疑問
を持ったことは、他の人も驚いたり、疑問を持ったり
するのではないでしょうか？そして、それをどう理解
したかを、放射線について学んだみなさん自身の表
現方法で、学校現場で使える子供たちの学びの教材

にしてみませんか？教材つくりの先に見えてくるのは
さらに大きな「？（クエスチョン）」かもしれません。
しかし、その「？」の連続が科学の発展そのものな
のです。
新学習指導要領では「豊かな人生の表現や災害等

を乗り越えて次代の社会を形成することに向けた現
代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を、
教科等横断的な視点で育成していく」ことが求めら
れています。それは、自分自身で課題を見つけ、それ
を自身で解決する力を身につけよう、ということです。
「？」には、理科的な内容はもちろんあるでしょうが、
社会科的な内容や保健科的な内容も有るかもしれま
せん。「放射線」という世界の中で、みなさんがど
のように「？」を見つけ、答えを見つけたのか、その
お手本を作品として子供たちに表現してみせてくださ
い。みなさんの作品が、子供たちに「？」を与えるこ
とで、自発的な学びの面白さ、大切さを知るきっかけ
となることを信じ、また、願っています。

審査委員長：	鈴木　崇彦	 帝京大学医療技術学部診療放射線学科　客員教授
審 査 委 員：	石川　哲夫	 医療創生大学教養学部　客員教授
	 大谷　浩樹	 帝京大学医療技術学部診療放射線学科　教授
	 加藤　真介	 横浜薬科大学薬学部放射線科学講座　教授　
	 清原　洋一	 秀明大学学校教師学部　教授
	 関根　紀夫	 東京都立大学健康福祉学部放射線学科　准教授

教材を使って説明された子供たちが「へぇ～、そうなんだ」「不思議だね」「面白いね」、と
声を上げるような作品をお待ちしています。
そのためには、応募者自身が、放射線についての不思議さ、難しさを乗り越えて理解でき
たという体験が必要です。
その体験こそが“放射線エウレカ”なのです。

“放射線エウレカ”は、放射線全般である必要はありません。“放射線エウレカ”として、ど
こに焦点を絞ろうとしたのか、“放射線エウレカ”を明確化・精緻化する過程で努力したこ
とを紹介してください。
例えば、自然放射線をテーマに宇宙線に特化する、放射線利用例の中で1つの事例だけに
絞るなど、どこに“放射線エウレカ”を感じたのか訴求するポイントを精査してください。

“放射線エウレカ”が、よりシンプルに、よりわかりやすく具現化できている教材を期待し
てします。
また、放射線教材として具現化するにあたり、なぜその手法（実験、映像、ワークシート、
イメージモデル、ゲームなど）を選択したのか、適切だと思ったのかについて説明できるよ
うに考えを整理してください。

放射線教材は、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立ったアクティブ・ラーニング教材
として、放射線について学ぶ児童生徒の思考力・判断力・表現力等を育むことができるよ
う工夫してください。問題提起の視点、解決の努力、伝える方法を具体的に示すことで、高
い教育効果（自主的な学び）が期待され、ひろく学校等の授業などで活用できる放射線
教材をお待ちしています。

審査委員

放射線
エウレカ

焦点をしぼった
放射線エウレカ

具現化

教育効果

放射線の不思議
・驚きを伝えよう！

放射線教材コンテスト審査委員長

帝京大学客員教授　鈴木 崇彦


